	東海国立大学機構ＭＮＳ次世代研究事業申請書（新規募集）2026年度第2回【様式2-E】

[bookmark: _Hlk81219635]募集対象
	募集区分
	2027年度募集（第1回）

	博士後期課程
	2027年4月入学・進学予定者（日本人のみ）

	医学博士課程*
	


※必ず申請情報登録と同じ内容を記入してください。
	申請分野

	申請分野にチェックを入れてください
☐未来社会革新加速　☐物質・生命融合　☐情報・生命・医学融合　
☐ライフスタイル革命学際　☐アジア・環太平洋未来創造　
☐グローカル課題解決推進　☐学際的基盤研究　

	申請番号
＊10桁(英字1桁＋数字9桁)
	

	募集対象区分
	該当する募集対象区分にチェックを入れてください
	
	2027年度募集（第1回）

	博士後期課程
	☐2027年4月入学・進学予定者
☐その他(                )

	医学博士課程

	☐2027年4月博士入学・進学予定者
☐その他(                )
※募集と対象学年、支援期間を募集要項で十分確認すること




	氏名
	
	生年月日
	

	現在の所属・学年
（他大学申請者は、大学名から記載）
	　　　　　　大学　　　　研究科　　　　　　専攻　　　　年

	進学予定研究科等
(JDPの場合は、JDPにチェックしてください。)
	　　　　　研究科　　　　　　　　　専攻
	☐JDPである。
(ｼﾞｮｲﾝﾄ･ﾃﾞｨｸﾞﾘｰ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)

	学生番号
（申請時名古屋大学在籍者のみ）
	
*現在（申請時）の学生番号を記入してください

	連絡先
	携帯番号
	

	
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	

	卓越大学院プログラム、博士リーディングプログラム,その他プログラム等の在籍状況（該当者のみ）
	在籍中又は在籍予定のプログラムがある学生は該当箇所にチェックしてください。
〇卓越大学院プログラム　☐GTR　☐DII　☐CIBoG　☐TMI
〇リーディングプログラム　☐実世界
〇その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）プログラム名を記載してください。

	支援期間中の
奨学金等受給状況
	支援期間中に下記の奨学金等の受給が、
☐決定していない　☐決定している(「決定している」場合は、原則として申請ができません。）
・日本学術振興会特別研究員・国費外国人留学生・JICA留学生支援・母国からの奨学金制度（CSC含）

	支援期間中の
240万円/年以上の奨学金受給について
	上記奨学金以外で支援期間中に生活費に係る十分な水準（240万円 /年以上）の奨学金の受給が、 
☐決定していない　☐決定している(「決定している」場合は、受給期間中は本事業の支援資格が停止されます。受給期間が本事業による予定支援期間を超える場合は、申請できません。）
【決定している場合のみ記入】奨学金名：
受給期間：

	支援期間中の
収入制限への該当の予定
	収入制限に、
☐該当しない　☐該当する（「該当する」の場合は、申請ができません。）
※所属する大学や企業等から、生活費相当額として十分な水準（240万円/年以上）で、給与・役員報酬等の安定的な収入を得ていると認められる学生は応募できません
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	（申請番号：全てのページこの場所に入力）



募集要項をよく読み、指導教員ともよく相談して、本支援期間中で実施する研究計画及び目指す博士人材像について以下の申請書に明記ください。尚、原則審査には応募者の専門と異なる教員も入ります。専門外の教員にも分かるような内容、表現で記入してください。申請書全体にわたって様式の変更・追加は不可です。10.5ポイント以上の文字で記載してください。
	【研究題目】

	【研究計画】
[bookmark: _Hlk183103119](1) 研究の概要及び研究の位置づけ　本項目は1頁に収め、図表を含めてもよいので、わかりやすく記述してください。
・まず、研究課題名及び研究の概要を500字程度で記入してください。
・続けて、博士後期課程（医学博士課程）の本支援期間中で取り組む研究の位置づけについて、当該分野の状況や課題等の背景、並びに本研究計画の着想に至った経緯も含めて記入してください。





東海国立大学機構ＭＮＳ次世代研究事業申請書（新規募集）2027年度第1回【様式2-A】

	【研究計画】（続き）
(2) 研究目的・内容等　本項目は２頁に収め、図表を含めてもよいので、わかりやすく記述してください。
① 研究目的、研究方法、研究内容について記述してください。
[bookmark: _Hlk183101444]② どのような計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのか、年次計画を示し、具体的に記入してください。研究計画が想定通り進まなかった場合の対応方法があれば、あわせて記入してください。
③ 研究の特色・独創的な点（先行研究等との比較、本研究の完成時に予想されるインパクト、将来の見通し等）にも触れて記入してください。
④ 研究計画が所属研究室としての研究活動の一部と位置づけられる場合は申請者が担当する部分を明らかにしてください。
⑤ 研究計画の期間中に異なる研究機関（外国の研究機関等を含む）において研究に従事することも計画している場合は、具体的に記入してください。





東海国立大学機構ＭＮＳ次世代研究事業申請書（新規募集）2027年度第1回【様式2-B】

	【研究遂行力の自己分析】　本項目は1頁に収めてください。
・本申請書に記載した研究計画を含め、当該分野における自身の強みや、これまでの研究活動で得た経験を踏まえ、研究遂行力について記述してください。また本事業は、世界や日本が直面する課題を解決し、将来の知識基盤社会を先導する博士人材を育成することを目的としています。その目的に関連して、すでにこれまでの活動経験から得た能力があれば、この欄に記載してください。




[bookmark: _Hlk181891870]（注）本行を含め、以下の斜体で記した説明文は申請書を作成する際には消去してください。
・根拠となるこれまでの研究活動の成果物（論文等）がある場合には、まず成果物の一覧を掲載し、見出し番号を付してください。続く文章では、適宜成果物に言及しながら（言及の際には見出し番号で示すこと）記入してください。
・成果物（論文等）は、それらを同定するに十分な情報を記入してください。
[bookmark: _Hlk183101481][bookmark: _Hlk181808196]・学術論文の場合： 著者、題名、掲載誌名、巻号、頁、発行年を記載し、査読の有無を明らかにしてください。投稿中で採録が決定していない場合は、「投稿中」と記載してください。
[bookmark: _Hlk183101505]・研究発表の場合： 著者、題名、発表した学会名、場所、年・月を記載し、口頭・ポスターの別を明らかにしてください。

【成果物一覧の例】
１．論文　・・・・・
2．論文　・・・・・
3．研究発表（口頭）　・・・・・
[bookmark: _Hlk183101517]4．受賞

・記入にあたっては、例えば、研究における主体性、発想力、問題解決力、知識の幅・深さ、技量、コミュニケーション力、プレゼンテーション力など具体的に記入してください。また、観点を項目立てするなど、適宜工夫して記入してください。








東海国立大学機構ＭＮＳ次世代研究事業申請書（新規募集）2027年度第1回【様式2-C】

	【目指す博士人材等】　本項目は1頁に収めてください。
・本事業では、世界・日本が直面する様々な課題を解決するとともに、将来の知識基盤社会を先導する博士人材を育てることを目的にしています。この目的に鑑み、(1)「目指す博士人材像」と「博士号取得後のキャリアパス」(2) 「キャリアパス実現のため必要と考えている要素」と「実施予定をしている活動や経験とその位置付け」を記入してください。特に、国際共同研究・融合研究を行うことや、異分野の国内外の多くの人々との接点を持つことを推奨しています。それらへの取組意欲や具体的な活動などについても記載してください。





東海国立大学機構ＭＮＳ次世代研究事業申請書（新規募集）2027年度第1回【様式2-D】






